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2 河川整備の目標に関する事項 
2.1計画対象区間 

河川整備計画の対象区間は、肱川については平成6年度以降改修を進めている歯長 

橋下流地点から岩瀬川合流点までの4.32km区間、岩瀬川については肱川合流点より新開

橋上流の取水堰までの1.5km区間（合計5.82km区間）とする。 

 

 

2.2計画対象期間 

計画対象期間は、今後30年間程度とする。 

 

 

2.3 計画の見直し 

本整備計画は、現時点の課題や河道状況に基づいて策定するものであり、今後社会環

境や自然環境が変化した場合には、適宜計画の見直しを行う。 

 
 
2.4洪水による災害発生の防止または軽減に関する事項 
沿川の人口・資産状況等の流域の社会的重要性や県内バランスを考慮し、未改修の歯 

長橋下流地点から岩瀬川合流点の間、及び岩瀬川について30年に1回程度発生すると予

想される洪水に対して計画対象期間内に、家屋や農地等の河川の氾濫による浸水被害を

防止する安全な社会基盤の形成を図る。 
 

 

2.5 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

流水の適正な機能を維持するためには流況や取水量の現状を把握し、正常流量を設定

することが必要となる。 

現存する利水状況の資料及び動植物の生息・生育環境、漁業、流水の清潔の維持、景

観の保持を考慮した正常流量は、下宇和橋付近でおおむね１m3/s程度であると推定される

が、関係機関と連携し水利用の実態や河床変動等について必要な調査・検討を行う。 

 

 

2.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

河川の適正な利用、動植物の多様な生息・生育環境、水質改善等を考慮し、健全な河

川環境の整備・保全に努める。 

河川環境の現況把握につとめるとともに、河川改修にあたっては、自然環境への影響

を軽減し、河床部等について河川環境の整備・保全を図る｡ 

 




